
第51回全国中学校ハンドボール大会

試合結果・戦評報告

競技日 令和４年８月２０日（土） 試合番号 A10 回戦 ３回戦

種別 中学生 会場 函館アリーナ　メインアリーナ　Ａコート

Ａチーム Ｂチーム

後半 18

第１延長前半

京田辺市立田辺中学校(京都) 氷見市立十三中学校(富山)

得点合計 小計 小計 得点合計

第１延長後半

第２延長前半

戦評

　氷見十三中がフォーメーションで先制。田辺中は，細かくパスをつないで８番のフェイントか

ら得点で返す。氷見十三中は，コートの幅をいっぱいに使ったボール回しから，４番，７番のサ

イドシュート，２番のミドルシュートと５分過ぎには５対１とする。これに対し田辺中は，４番

のサイドシュート，８番のカットインなどの連取で反撃をするが，氷見十三中は２番のミドルや

両サイドからの攻撃で着実に得点を重ね，２０分には１０点に到達する。田辺中は，２番を中心

にねばり強く攻撃を重ねるが，氷見十三中１番ＧＫの好守に阻まれ，なかなか得点できない。そ

れでもポストプレーからの得点や７ｍＴで，前半を１３対７で折り返す。

　後半，田辺中は，スピードにのった８番のカットインや２番のミドルシュートなど，思い切り

のあるプレーで得点する場面が多くなった。流れが田辺中に傾くかに思えたが，７ｍＴを止める

など，氷見十三中は１番ＧＫの好守で流れを渡さない。１０分過ぎ，田辺中は，氷見十三中の展

開の起点となる３番にマンツーをつけるが，５対５になったところをサイドに展開され，正確な

サイドシュートでついに１０点差とされる。田辺中は，１４分過ぎにタイムアウトをとり，ＤＦ

ラインをあげて変則５：１ＤＦにしたり，ダブルポストに変更したりするなどのシフト変更を試

み，最後まで諦めない姿勢を見せ続けたが，最後は３１対２１で氷見十三中が準決勝へ駒を進め

た。
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